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　後半に入ると、ラヴィッツの退場の隙を突き、東海大は4番眞方の速攻、サイド
シュートなどで連続得点。両チームともアグレッシブなディフェンスから速攻へと
持ち込みながらも、試合は徐々に東海大ペースになる。
　しかし、ラヴィッツは前半のリードを保ちつつ、相手の一瞬の隙を見逃さず2番
永田、17番藤井のカットインで再び流れを取り戻し、終盤に東海大に4連打を許す
ものの、32-26でラヴィッツが試合を制した。

日本リーグ大阪ラヴィッツに東海大が食らいつく
先制したのは地元・ラヴィッツ。７番永塚のサイドシュートを皮切りに、堅いディ
フェンスからの速攻で一気に5－0とリードを奪った。東海大も2番高松、6番斎藤
のゲームメイクで流れを作り、巻き返しをはかるが、その差を詰め切れずに苦しい
時間帯が続いた。ラヴィッツは17番藤井の投入でさらに得点を重ね、前半19-10で
ラヴィッツがリードして前半を終了する。
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―


